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ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
渡
清
（
一
九
一
〇
年
）
と

　
　
　
日
本
の
対
応
　
　
実
業
界
を
中
心
と
し
て

50

木

村

目
目

人

輌二三四五

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清

日
本
の
実
業
界
に
と
っ
て
の
意
味

日
本
の
実
業
界
の
対
応

む
す
び一

　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
実
業
団
渡
清
に
対
し
て
、
商
業
会
議
所
を
中
心
と
す
る
日
本
の
実
業
界
が
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
探
り
、
日
本
の
対
清
経
済
進
出
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
と
い
か
に
協
調
し
な
が
ら
清
国
へ
経
済
的
に
進
出
す
る
か
は
日
本
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
．
従
来
の
研
究



アメリカ太平洋沿岸実業団渡清（1910年）と日本の対応

で
は
、
E
・
H
・
ハ
リ
マ
ン
（
臣
毒
缶
舅
田
三
目
導
）
、
」
・
H
・
シ
フ
（
魯
8
び
国
あ
＆
論
）
な
ど
ア
メ
リ
カ
東
部
の
大
資
本
家
の
個
人

的
な
動
き
や
大
統
領
W
・
H
・
タ
フ
ト
（
期
目
宣
舅
冒
目
聾
〉
、
国
務
長
官
P
．
C
・
ノ
ッ
ク
ス
（
諄
ぎ
昆
霞
ρ
国
き
図
）
な
ど
に
よ
り
展

開
さ
れ
た
ド
ル
外
交
と
日
本
の
対
応
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
ま
た
進
出
の
形
態
で
は
、
政
府
間
借
款
や
鉄
道
事
業
を
め
ぐ
る
日
米
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

立
を
取
扱
っ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
清
国
が
日
本
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
二
番
目
の
輸
出
先
で
あ
り
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て

も
将
来
性
あ
る
市
場
に
映
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
清
国
と
の
貿
易
を
中
心
と
す
る
日
米
経
済
関
係
に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
貿
易
面
で
も
、
満
州
市
場
で
の
綿
製
品
を
め
ぐ
る
日
米
摩
擦
に
関
し
て
若
干
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
揚
子
江
流
域
を
中
心
に
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
る
清
国
本
土
市
場
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
満
州
を
め
ぐ
っ
て
日
米
両
国
は
火
花
を
散
ら
し
、
そ
の
対
立
構
造
も
明
確
で
あ

る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
列
強
の
利
権
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
う
清
国
本
土
へ
の
経
済
進
出
に
対
し
て
は
、
両
国
と
も
慎
重
で
、
二
国
間
の
対

立
が
顕
在
化
し
に
く
か
っ
た
。
加
え
て
日
米
両
国
の
対
清
経
済
政
策
も
理
念
的
な
段
階
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
で
き
め
細
か
い
政
策
は
確

立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
当
時
意
外
な
ほ
ど
日
米
両
国
政
府
は
清
国
市
場
の
実
態
に
関
す
る
情
報
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日

本
で
は
朝
鮮
を
経
由
す
る
満
州
へ
の
関
心
が
高
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
将
来
有
望
な
清
国
市
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
。
こ
の

た
め
実
際
に
対
清
経
済
関
係
を
進
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
、
清
国
貿
易
に
関
心
を
持
つ
実
業
界
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
従
来
の

東
京
ー
ワ
シ
ソ
ト
ソ
ー
北
京
と
い
う
政
府
間
レ
ベ
ル
の
分
析
枠
組
で
は
と
ら
え
ら
れ
ず
、
外
交
史
の
研
究
対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
日
清
関
係
の
改
善
を
は
か
り
両
国
経
済
関
係
の
拡
大
に
尽
力
し
た
日
本
の
実
業
界
に
焦
点
を
あ
て
、
一
九
一
〇
年
の
ア
メ

リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
渡
清
の
際
の
対
応
を
分
析
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
ま
ず
ア
ク
タ
ー
と
な
る
実
業
界
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
加
え
た
い
。
実
業
界
の
代
表
的
存
在
と
し
て
商
業
会
議
所
を
と
り
あ
げ
る
。
そ

の
理
由
は
三
つ
あ
る
。
第
一
は
当
時
日
本
で
全
国
組
織
を
持
つ
唯
一
の
経
済
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
日
本
経
済
は
急
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図1　日本の海外貿易情報伝達経路

出
張
所

支
　
店

在
外
公
館
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瓢
官
）

外
務
省

海
外
日
本
入
商
業
会
議
所

　
一羅

鞭
｝
　

　　　　　　　　　輯
　　　　　　　　　民社

地方自治体　蜘
　　　1　　鉾
　商品陳列所　　　　8・

→
　　　　　　　　　1船
　　　　　　　　　l　A　　　＿＿一一一一一一＿＿1ム
　　　　　　　　　　社
　　　　　　　　　　）商工業者・農民

商
業
会
議
所

「
1
商
品
陳
列
館

註：角山栄編『日本領事報告の研究』同文館
　　出版、・1986年を参照し作成。

商
工
局
や
在
外
公
館
、
特
に
領
事
と
は
緊
密
な
連
絡
を
は
か
り
海
外
経
済
情
報
を
交
換
し
て
い
た
。

貿
易
の
中
心
地
に
は
在
住
日
本
人
に
よ
る
商
業
会
議
所
が
結
成
さ
れ
現
地
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

会
議
所
（
商
務
総
会
）
が
あ
り
、
実
業
界
交
流
の
推
進
母
体
と
し
て
は
最
適
で
あ
っ
た
。

流
を
日
本
政
府
が
積
極
的
に
支
援
し
、
ま
た
そ
の
実
績
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

中
野
武
営
な
ど
実
業
界
首
脳
に
対
し
民
間
外
交
の
重
要
性
を
説
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

一
九
〇
八
～
九
年
の
日
米
関
係
史
上
初
の
大
型
実
業
団
相
互
訪
問
は
日
本
政
府
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

経
済
外
交
」
の
推
進
母
体
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
実
業
界
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
太
平
洋
沿
岸
諸
都
市
の
商
業
会
議
所
の
動
き
に
注
目
す
る
。
そ
の
理

由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
こ
の
時
期
、
当
地
域
は
ア
ジ
ア
貿
易
の
窓
口
と
し
て
米
清
、
米
日
経
済
関
係
の
鍵
を
握
る
地
域
で
、
実
業
界
も

積
極
的
に
日
本
や
清
国
ヘ
ア
プ
・
ー
チ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
活
動
は
必
ら
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
の
考
え
と
は
一
致

速
に
工
業
化
が
進
み
、
各
地
で
民
間
経
済
活
動
が
活
発
に

な
る
．
商
業
会
議
所
は
全
国
各
地
の
商
工
業
者
の
意
見
を

く
み
上
げ
る
た
め
、
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
を
結
成
し
、

き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
各
都
市
の
商
業
会
議

所
会
頭
、
副
会
頭
は
政
官
界
、
実
業
界
に
大
き
な
発
言
力

を
持
っ
て
い
た
。
第
二
に
日
本
政
府
が
商
工
政
策
、
特
に

海
外
貿
易
政
策
の
中
で
、
商
業
会
議
所
の
役
割
を
重
視
し

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
図
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

会
議
所
は
農
商
務
省
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
外
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
清
国
内
の
天
津
、
上
海
な
ど
商
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
清
国
実
業
家
に
よ
る
商
業

　
　
　
第
三
に
商
業
会
議
所
に
よ
る
各
国
実
業
界
と
の
交

　
　
　
　
　
　
小
村
外
相
が
日
露
戦
争
後
、
渋
沢
栄
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
業
会
議
所
主
催
で
実
現
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
商
業
会
議
所
は
「
民
間

52



せ
ず
、
独
自
の
行
動
で
あ
っ
た
．
第
二
は
．
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
、
日
本
人
並
び
に
中
国
人
移
民
排
斥
が
起

こ
り
、
日
米
、
米
清
間
の
摩
擦
の
火
種
を
か
か
え
て
い
た
点
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
実
業
界
の
動
ぎ
を
分
析
枠
組
に
と
り
い
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
実
業
界
の
対
清
活
動
を
日
米
清
三
国
の
経
済

関
係
の
中
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
　
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清

アメリカ太平洋沿岸実業団渡清（1910年）と日本の対応

表1サンフランシスコ港の輸出入動向

日
本
の
実
業
界
の
対
清
交
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
実
業
界
の
中
で
、
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
実
業
界
は
特
に
清
国
や
日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
同
地
域
は
経
済
規
模
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
経
済
全
体
の
六
パ
ー
セ
ソ
ト
し
か
占
め
て
い
な
い
も
の
の
東
洋
貿
易
の

1909 1908 1907

日　　　本 31（39） 27（36） 51（60）

清　　　国 8（10） 10（13） 11（14）

フィリビン 6（7） 3（4） 3（4）

香　　　港 1（1） 2（3） 2（2）

そ　の　他 1（1） 1（1） 1（1）

アジア計 47（58） 43（57） 68（81）

アジア以外 34（42） 32（43） 16（19）

総　　計 81（100） 75（100） 84（100）

註　：単位　100万ドル。（　）内は百分率。

出所：The　Chamber　ofCommerce　ofSanFrancisco
　　　五7z73～奴」ノ～oヵ0741911よりf乍成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

窓
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
港

で
取
扱
う
輸
出
入
貨
物
は
上
の
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
東
洋
と
の
貿
易
額
は
輸
出

入
合
計
で
約
六
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
、
そ
の
中
で
日
本
、
清
国
の
順
で
取
引
高

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
．
こ
の
よ
う
に
太
平
洋
沿
岸
地
域
は
日
本
や
清
国
と
経
済

的
に
密
接
に
結
ば
れ
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
に
入
り
同
地
域
で
中
国
人
・
日
本
人

移
民
排
斥
問
題
が
起
こ
り
、
米
清
、
日
米
間
で
は
こ
の
間
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が

生
じ
た
。
日
本
の
実
業
界
は
移
民
問
題
の
こ
じ
れ
が
日
米
経
済
関
係
に
マ
イ
ナ
ス

の
要
因
と
し
て
働
く
こ
と
を
危
倶
し
、
一
九
〇
八
年
に
は
同
地
域
の
実
業
家
を
多

数
日
本
に
招
待
し
親
善
を
は
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
の
実
業
界
と
し
て

53
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も
、
同
地
域
の
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
対
日
、
対
清
貿
易
拡
大
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
日
清
両
国
の
実
業
界
と
の
交
流
に
力

を
入
れ
た
の
で
あ
る
．
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
日
本
と
は
一
九
〇
八
年
に
実
業
団
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
翌
一
九
〇
九
年
に
は
日
本
実

業
団
の
訪
米
招
待
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
．
こ
れ
に
対
し
て
清
国
実
業
界
と
の
交
流
は
ま
っ
た
く
と
い
う
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
対
清
貿
易
は
、
対
日
貿
易
に
次
い
で
第
二
位
で
あ
る
が
、
日
本
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
に

も
少
な
か
っ
た
。
実
業
界
は
「
四
億
の
市
場
」
と
呼
ぽ
れ
た
清
国
の
将
来
性
に
注
目
し
、
清
国
実
業
界
と
の
交
流
の
推
進
を
は
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
実
業
界
交
流
の
方
法
と
し
て
は
、
市
場
調
査
も
兼
ね
ら
れ
る
実
業
団
の
清
国
派
遣
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
実
業
団
渡
清
の
計
画
を
実
質

的
に
企
画
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
奔
走
し
た
の
は
．
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
の
海
運
業
者
・
バ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
（
寄
ぎ
旨
U
。
一
響
）
で
あ
っ

（
9
）た

。
ダ
ラ
ー
は
ダ
ラ
ー
汽
船
会
社
の
社
長
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
日
本
・
中
国
を
結
ぶ
太
平
洋
航
路
と
パ
ナ
マ
・
ス
エ
ズ
運
河
経
由

の
大
西
洋
ー
イ
ソ
ド
航
路
を
連
結
し
、
ア
メ
リ
カ
初
の
世
界
一
周
航
路
を
開
設
し
た
。
彼
は
ま
た
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
東
洋
貿
易
の
先

駆
者
で
も
あ
っ
た
。
木
材
業
者
と
し
て
成
功
を
お
さ
め
た
ダ
ラ
ー
は
、
一
八
九
〇
年
に
ミ
シ
ガ
ソ
か
ら
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
り
沿
岸

貿
易
を
始
め
た
。
一
九
〇
二
年
初
の
東
洋
旅
行
で
清
国
、
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
、
豪
州
の
各
都
市
を
歴
訪
し
た
ダ
ラ
ー
は
、
太
平
洋
貿
易

の
将
来
性
に
注
目
し
た
。
一
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
一
員
と
し
て
日
本
を
訪
問
し
た
彼
は
、
公
式
行
事
終
了
後
、

夫
人
を
連
れ
て
上
海
に
渡
り
清
国
実
業
界
と
の
バ
イ
プ
作
り
に
取
組
ん
だ
。
同
地
で
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
訪
目
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と

も
に
米
清
実
業
界
交
流
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
こ
れ
以
降
も
ダ
ラ
ー
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
連
合
商
業
会
議
所
の
代
表
と
し
て
清
国
を

訪
れ
、
清
国
実
業
界
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
努
力
は
実
を
結
び
、
一
九
〇
九
年
三
月
上
海
商
業
会
議
所
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸

連
合
商
業
会
議
所
に
対
し
、
清
国
来
訪
の
招
待
状
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
一
〇
年
八
月
末
に
太
平
洋
沿
岸
各
都
市
の
商

業
会
議
所
を
中
心
と
す
る
実
業
家
が
家
族
を
同
伴
、
参
集
し
渡
清
実
業
団
が
結
成
さ
れ
た
（
表
2
参
照
）
。

　
渡
清
実
業
団
の
総
数
は
四
〇
名
を
越
え
た
。
団
長
に
は
前
ロ
サ
ソ
ゼ
ル
ス
商
業
会
議
所
会
頭
の
W
・
E
・
ブ
ー
ス
（
三
一
冴
娼
ぎ
。
琶

が
選
ば
れ
、
以
下
ダ
ラ
ー
を
始
め
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
商
業
会
議
所
会
頭
W
・
ガ
ー
ス
ル
（
≦
…
弩
r
象
曇
包
、
前
シ
ア
ト
ル
商
業
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表2　日米渡清実業団の概要

日本渡清実業団 アメリカ渡清実業団
時　期 1910年5月5日～6月20日 1910年9月16日～10月20日

主催者 上海及ぴ各都市商務総会 上海及び各都市商務総会

近藤廉平（団長、日本郵船社長） W．ブース（団長、前ロスアンゼルス商

実
○土居通夫（大阪商業会議所会頭） 業会議所会頭）

業
島津源蔵（島津製作所社長〉 W．ガースル（サンフランシスコ商業会

団
O大谷嘉兵衛（横浜商業会議所会頭）

　瀧川辮三（神戸商業会議所会頭）

　　　　　　　議所会頭）
◎R．ダラー（ロバート・ダラー汽船社長）

の
メ

鈴木掘兵衛（名古屋商業会議所副会頭）

白岩龍平（日清汽船専務）

◎E．ブレイン（シアトル商業会議所会員、

　　　　　　　弁護士）
ン

福井菊三郎（三井物産理事）他、計12名 G．バーナム（サンディエゴ商業会議所
ノく

会頭）

1 他、オークランド、スポーケン、タコマ、

ホノルルの実業家及び夫人、計47名

訪 釜山→京城→平壌→安東→奉天→大遠→ 上海→杭州→蘇州→鎮江→漢口→北京→

問 旅順→営口→天津→北京→漢ロ→南京→ 天津→芝衆→福州→度門→広束→香港

地 鎮江→上海→蘇州→杭州

註：「日清実業家交換一件」並ぴに「米国実業団南清各地巡歴一件』より作成。○印は1909年の訪米実業団参

　　加者。◎印は1908年訪日実業団参加者を示す。

会
議
所
会
頭
」
・
フ
ァ
ー
ス
（
舞
8
σ
国
弩
5
ら
ア
メ
リ
カ
太

平
洋
沿
岸
を
代
表
す
る
大
物
実
業
家
と
そ
の
家
族
が
含
ま
れ
て

い
た
。
訪
間
地
は
上
海
↓
杭
州
↓
蘇
州
↓
鎮
江
↓
漢
口
↓
北
京

↓
天
津
↓
芝
呆
↓
福
州
↓
屓
門
↓
広
東
↓
香
港
で
、
揚
子
江
流

域
と
南
清
各
港
に
集
中
し
て
い
る
。

　
訪
間
目
的
は
「
米
清
間
の
友
好
関
係
の
増
進
と
通
商
関
係
の

（
1
0
）

拡
大
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
に
絞
ら
れ
る
。
第

一
は
米
清
経
済
関
係
促
進
の
た
め
の
機
関
設
立
で
あ
る
．
す
な

わ
ち
、
米
清
銀
行
（
米
清
両
国
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
）
、

米
清
汽
船
、
米
清
相
互
商
品
陳
列
所
の
設
立
案
を
ア
メ
リ
カ
側

は
提
案
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
清
国
経
済
進
出
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
列
強
や
日
本
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
の
は
米
清
共
同
事

業
で
あ
っ
た
。
ノ
ッ
ク
ス
国
務
長
官
の
満
鉄
中
立
化
案
な
ど
鉄

道
や
借
款
へ
の
参
入
の
失
敗
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
こ

れ
ら
の
提
案
を
長
期
的
に
実
現
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
。

第
二
は
清
国
実
業
界
の
統
一
を
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

清
国
内
で
は
上
海
・
天
津
・
広
東
な
ど
主
要
都
市
に
商
務
総
会

（
商
業
会
議
所
）
が
設
立
さ
れ
商
工
業
の
情
報
交
換
の
場
所
と
な

っ
て
い
た
が
、
各
都
市
間
の
連
絡
は
不
十
分
で
あ
っ
た
．
ア
メ
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リ
カ
実
業
界
と
し
て
は
、
清
国
内
の
政
治
情
勢
が
混
乱
し
て
い
る
た
め
通
商
相
手
で
あ
る
清
国
実
業
界
の
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
た
。
そ
こ
で
親
米
的
な
商
人
の
多
い
上
海
商
務
総
会
を
中
心
と
し
た
清
国
商
業
会
議
所
連
絡
機
関
の
設
立
を
提
案
し
て
い
る
。
第
三

は
一
九
一
五
年
パ
ナ
マ
博
覧
会
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
て
開
催
す
る
こ
と
を
清
国
実
業
界
に
認
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府

に
対
し
て
博
覧
会
開
催
地
と
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
推
薦
す
る
よ
う
清
国
側
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
渡
清
は
単
に
経
済
的
な
側
面
ば
か
り
で
な
く
移
民
問
題
の
解
決
や
博
覧
会
誘
致
と
い
っ
た
太
平
洋
沿
岸

地
域
の
政
治
的
利
害
を
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

56

三
　
日
本
の
実
業
界
に
と
っ
て
の
意
味

　
い
ま
ま
で
紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
は
．
日
本
の
実
業
界
に
ど
の
よ
う
な
点
で
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
界
の
清
国
進
出
の
意
図
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
目
本
の
実
業
界
は
、
一
八
九
九
年
の

ヘ
イ
国
務
長
官
の
門
戸
開
放
宣
言
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の
清
国
に
対
す
る
経
済
的
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
米
清
貿

易
は
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
約
二
倍
に
増
加
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
に
次
ぐ
第
三
の
貿
易
相
手
国
に
な
っ
て

（
n
）

い
た
．
ア
メ
リ
カ
の
清
国
へ
の
主
要
輸
出
品
は
石
油
、
麦
粉
、
木
材
、
綿
製
品
、
鉄
道
材
料
、
紙
巻
煙
草
な
ど
で
、
清
国
か
ら
の
主
要
輸

入
品
は
生
糸
．
茶
、
皮
革
類
、
羊
毛
．
豚
毛
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
の
清
国
へ
の
輸
出
品
は
綿
製
品
、
石
炭
、
銅
、
燐
寸
、
木
材
、

鉄
道
材
料
な
ど
、
ま
た
清
国
か
ら
の
輸
入
品
は
綿
花
、
豆
糟
、
豆
類
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
綿
製
品
、
木
材
、
鉄
道
材
料
で
は
日

米
は
競
争
相
手
で
あ
っ
た
。
実
際
、
満
州
に
お
い
て
は
日
本
が
競
争
の
末
ア
メ
リ
カ
綿
製
品
を
駆
逐
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
太
平
洋

沿
岸
地
域
に
限
定
す
れ
ば
木
材
業
が
注
目
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
北
西
部
・
ッ
キ
ー
山
脈
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
は
日
本
の
材
木
輸
出
に

と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
た
。
現
実
に
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
航
路
の
船
便
が
少
な
か
っ
た
の
で
清
国
市
場
で
の
シ
ェ
ア
は
維
持
で
き
た
が
、
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（
珍
）

本
格
的
に
ア
メ
リ
カ
が
木
材
輸
出
に
力
を
入
れ
れ
ば
大
き
な
脅
威
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
実
業
界
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
経
済
進
出
が
日
本
に
と
っ
て
必
ら
ず
し
も
困
る
こ
と
ば
か
り
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
清
国
市
場
の
開
発
に
つ
な
が
り
日
米
清
三
国
の
経
済
関
係
の
発
展
に
は
好
ま
し
い
と
さ
え
考
え
る
実
業
家
も
多
か
っ
た
。
ま
た
一

九
〇
八
～
九
年
に
か
け
て
日
米
実
業
団
の
相
互
訪
間
が
行
わ
れ
、
高
平
ー
ル
ー
ト
協
定
（
目
米
協
商
）
も
結
ば
れ
て
日
米
関
係
は
一
時
的
に

平
穏
な
状
態
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
タ
フ
ト
大
統
領
の
登
場
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
政
府
の
支
援
を
う
け
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
外
交
が
展
開
さ
れ

る
と
日
本
の
実
業
界
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
警
戒
心
を
強
め
始
め
た
。
特
に
ノ
ッ
ク
ス
国
務
長
官
の
満
州
中
立
化
案
は
、
日
本
の
訪
米
実

業
団
帰
国
後
ま
も
な
く
公
表
さ
れ
た
の
で
実
業
界
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
入
る
と
ド
ル
外
交
は
い
よ
い
よ
活
発
と

な
り
日
本
の
実
業
界
は
ア
メ
リ
カ
の
動
き
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
米
清
関
係
史
上
初
の
ア
メ
リ
カ
大
型
実
業
団

が
渡
清
す
る
こ
と
は
、
実
業
界
と
し
て
看
過
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
一
九
〇
八
年
の
渡
日
実
業
団
の
参
加
者
数
人
が
メ
ソ
バ
ー
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
関
心
が
高
か
っ
た
。

　
日
本
側
が
特
に
注
目
し
た
の
は
R
・
ダ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
ー
は
今
回
の
実
業
団
渡
清
を
企
画
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
社
の
船
舶

を
使
い
揚
子
江
流
域
に
木
材
を
運
び
手
広
く
商
売
を
し
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
三
月
に
、
日
本
の
若
松
製
鉄
所
と
の
間
で
鉄
鉱
石
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

契
約
を
結
ん
で
い
た
漢
冶
捧
公
司
と
銑
鉄
購
入
の
契
約
を
締
結
し
日
本
側
を
驚
愕
さ
せ
た
。
こ
れ
は
シ
ア
ト
ル
の
ウ
エ
ス
タ
ン
製
鋼
会
社

と
見
ハ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
会
社
が
共
同
で
漢
冶
捧
公
司
と
契
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
将
来
基
幹
産
業
と
な
る
製
鉄
業
の
原
料
の
安

定
供
給
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、
若
松
製
鉄
所
ば
か
り
で
な
く
外
務
省
、
農
商
務
省
、
大
蔵
省
を
巻
き
こ
み
、
一
つ
間
違
え
ば
日

米
清
三
国
関
係
に
影
を
落
と
し
か
ね
な
い
大
事
件
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
幸
い
シ
ア
ト
ル
の
ウ
ニ
ス
タ
ソ
製
鋼
会
社
の
経
営

悪
化
の
た
め
米
清
間
の
契
約
は
修
正
さ
れ
、
ま
た
漢
冶
葬
公
司
へ
の
横
浜
正
金
銀
行
の
借
款
が
決
定
し
日
本
側
に
好
都
合
に
事
態
は
推
移

し
、
日
本
側
の
心
配
は
杞
憂
に
終
っ
た
。
し
か
し
R
・
ダ
ラ
ー
の
精
力
的
な
行
動
は
実
業
界
の
み
な
ら
ず
外
務
省
や
農
商
務
省
と
し
て
も

目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
二
は
清
国
各
界
の
反
応
で
あ
っ
た
．
今
回
の
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
メ
ン
バ
ー
は
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
一
九

〇
八
年
の
訪
日
実
業
団
と
規
模
や
顔
ぶ
れ
が
類
似
し
て
い
た
た
め
、
清
国
側
が
こ
の
団
体
を
ど
の
よ
う
に
取
扱
う
か
は
日
本
の
実
業
界
と

し
て
興
味
が
あ
っ
た
．
ま
た
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
清
国
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
何
を
求
め
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
日
清
経
済

関
係
発
展
の
糸
口
を
見
い
出
せ
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
．
そ
の
意
味
で
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
南
清
地
方
の
対
応
で
あ
っ
た
。
福
建
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

以
南
地
域
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
米
貨
、
日
貨
排
斥
運
動
が
起
こ
っ
た
。
ま
ず
米
貨
排
斥
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
中
国
人
移

民
排
斥
に
抗
議
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
清
国
内
で
は
各
都
市
で
排
米
運
動
が
起
ぎ
、
特
に
広
東
を
中
心
と
す
る
南
清
で
は
米
貨
排
斥
運
動

が
始
ま
り
、
米
清
貿
易
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
方
．
日
貨
排
斥
の
き
っ
か
け
は
一
九
〇
八
年
二
月
の
第
二
辰
丸
事
件
で
あ
る
。
武

器
密
輸
の
現
場
を
押
え
ら
れ
、
清
国
巡
視
艇
に
掌
捕
さ
れ
た
第
二
辰
丸
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
政
府
は
軍
艦
派
遣
を
含
む
強
引
な
態

度
で
清
国
政
府
と
交
渉
し
、
第
二
辰
丸
の
無
条
件
釈
放
と
損
害
賠
償
条
件
を
呑
ま
せ
た
と
い
う
の
が
事
件
の
概
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

し
清
国
内
で
は
広
東
自
治
会
が
中
心
に
な
り
日
貨
排
斥
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
日
貨
排
斥
運
動
は
、
日
本
の
実
業
界
に
大
ぎ
な
衝
撃
を

与
え
た
．
当
時
日
本
経
済
は
日
露
戦
争
後
の
不
況
に
加
え
て
、
一
九
〇
七
年
の
ア
メ
リ
カ
国
内
の
金
融
恐
慌
の
影
響
を
蒙
り
沈
滞
し
て
い

た
。
清
国
へ
の
輸
出
は
対
米
輸
出
と
と
も
に
不
況
脱
出
の
鍵
を
握
っ
て
い
た
た
め
、
実
業
界
と
し
て
は
こ
の
日
貨
排
斥
が
対
清
貿
易
に
悪

影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
わ
け
で
あ
る
．
し
か
し
も
と
も
と
南
清
地
方
と
の
貿
易
額
は
少
な
い
上
に
、
一
九
〇
八
年
の

対
清
輸
出
減
少
も
銀
価
下
落
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
幸
い
日
貨
排
斥
の
影
響
は
数
字
の
上
で
は
小
さ
か
っ
た
。
だ
が
実
業
界
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
不
安
は
大
き
く
、
対
清
関
係
改
善
を
希
望
す
る
声
が
強
か
っ
た
。

　
第
三
は
「
米
清
同
盟
」
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
の
実
業
界
に
と
っ
て
米
清
二
国
は
日
本
経

済
発
展
の
た
め
不
可
欠
の
輸
出
市
場
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
清
国
経
済
へ
の
極
端
な
政
治
的
介
入
に
は
反
対
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
恐
れ
た
の
は
米
清
二
大
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
米
清
関
係
が
同
盟
的
色
彩
を
強
め
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

商
品
の
清
国
市
場
か
ら
の
締
め
出
し
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
が
実
業
界
に
は
根
強
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
実
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業
団
の
渡
清
に
よ
り
、
「
米
清
同
盟
」
に
つ
い
て
清
国
政
官
界
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
か
が
注
目
さ
れ
た
。

　
第
四
に
ヨ
ー
・
ッ
パ
列
強
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
で
あ
る
。
揚
子
江
以
南
は
中
国
大
陸
で
も
人
口
が
多
く
、
商
工
業
が
最
も
発
達
し

た
巨
大
な
市
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
利
権
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
こ
の
地
域
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
実
業

界
が
ど
の
よ
う
に
し
て
経
済
進
出
を
試
み
る
か
は
日
本
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
反
面
参
考
と
な
る
点
も
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
初
め
て

の
大
規
模
な
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
渡
清
に
対
し
て
．
ヨ
ー
・
ッ
パ
列
強
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
か
が
注
目
さ

れ
た
。
日
英
同
盟
の
結
果
、
朝
鮮
、
満
州
へ
の
日
本
の
経
済
進
出
は
黙
認
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
も
、
自
国
の
権
益
の
集
中
す
る
揚
子
江
以

南
に
つ
い
て
は
敏
感
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
へ
の
対
応
は
日
本
の
同
地
域
へ
の
進
出
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
と
な
る
と
考
え
ら
れ

た
。　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
日
本
の
実
業
界
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
を
単
な
る
米
清
親
善
活
動
と
し
て
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
日
本
の
実
業
界
の
対
応

　
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
に
対
し
て
日
本
の
実
業
界
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
別
す
る
と
e
実
業
団

の
清
国
派
遣
と
⇔
徹
底
し
た
情
報
収
集
活
動
と
な
る
。

　
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
に
先
が
け
日
本
の
実
業
団
を
清
国
に
派
遣
し
、
日
清
両
国
実
業
界
提
携
を
進
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
．
日
露
戦
争
後
、

中
国
大
陸
へ
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
た
が
、
一
般
に
は
朝
鮮
経
由
満
州
へ
と
い
う
ル
ー
ト
が
政
府
首
脳
や
国
民
の
意
識
の
中
に
強
く
定

着
し
た
反
面
、
清
国
本
土
に
対
す
る
関
心
は
必
ら
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
業
界
は
日
露
戦
争
後
の
国
内
不
況
の
中
で
、
揚
子

江
流
域
以
南
の
清
国
市
場
を
、
綿
製
品
を
中
心
と
す
る
工
業
製
品
の
輸
出
市
場
と
し
て
重
要
視
し
て
い
た
．
し
た
が
っ
て
清
国
へ
の
実
業
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（
1
7
）

団
派
遣
は
早
く
か
ら
考
え
て
い
た
。
特
に
「
対
清
問
題
は
怨
恨
よ
り
発
す
る
敵
意
な
り
」
と
考
え
、
日
本
人
の
清
国
人
に
対
す
る
傲
慢
さ

を
憂
え
た
商
業
会
議
所
首
脳
は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
横
浜
、
神
戸
の
六
商
業
会
議
所
会
頭
ク
ラ
ス
の
実
業
家
を
渡
清
さ
せ
、

清
国
各
地
の
有
力
実
業
家
と
交
流
す
る
こ
と
が
日
清
関
係
改
善
の
た
め
是
非
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
九
〇
八
～
九
年
の
日
米
実
業
家

相
互
訪
問
の
成
果
に
自
信
を
深
め
た
実
業
界
首
脳
は
実
業
団
渡
清
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
当
初
一
九
〇
九
年
四
月
に
渡
清
す
る
予
定
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

あ
っ
た
が
、
光
緒
帝
の
大
葬
の
た
め
延
期
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
九
～
一
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
連
合
商
業
会
議
所
の
招
待
で

日
本
の
六
大
都
市
の
商
業
会
議
所
関
係
の
実
業
家
が
渡
米
し
た
た
め
一
九
一
〇
年
に
延
期
さ
れ
た
。

　
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た
日
本
実
業
団
の
渡
清
時
期
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
清
国
の
ア
メ
リ
カ
実
業
団
招
待
決

定
で
あ
っ
た
．
清
国
実
業
界
と
の
交
流
の
象
徴
と
な
る
べ
き
日
本
実
業
団
の
渡
清
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
先
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
の
土
居
通
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
清
国
の
実
業
家
よ
り
米
国
の
実
業
家
を
招
待
し
て
本
年
の
八
月
中
に
米
国
を
出
発
す
る
と
云
ふ
事
が
判
り
兎
に
角
一
葦
帯
水
の
日
本
と
し
て
は
米
人

　
が
来
る
よ
り
先
に
渡
清
す
る
の
必
要
が
あ
る
と
云
ふ
処
よ
り
急
に
渡
清
の
相
談
が
持
ち
上
り
清
国
観
光
実
業
団
と
し
て
日
本
郵
船
会
社
の
近
藤
社
長
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）

　
始
め
都
合
十
四
名
一
団
と
な
り
不
肖
選
ぽ
れ
て
其
内
に
加
は
り
渡
清
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

　
こ
う
し
て
渡
清
実
業
団
は
、
清
国
各
地
観
光
と
南
京
勧
業
博
覧
会
出
席
を
兼
ね
て
、
一
九
一
〇
年
五
月
五
日
か
ら
六
月
二
〇
日
ま
で
表

2
の
通
り
、
朝
鮮
、
満
州
を
経
由
し
て
清
国
主
要
都
市
を
訪
問
し
た
．

　
こ
の
計
画
に
対
し
て
外
務
省
．
農
商
務
省
は
全
面
的
に
支
援
し
た
。
し
か
し
実
業
界
の
「
民
間
経
済
外
交
」
に
日
本
政
府
が
直
接
表
面

に
で
て
支
援
す
る
こ
と
は
対
清
関
係
上
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
．
つ
ま
り
渡
清
実
業
団
が
日
本
の
官
民
一
体
の
経
済
進
出
の
象
徴

と
し
て
清
国
側
を
刺
激
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
．
そ
こ
で
小
村
外
務
大
臣
は
清
国
側
に
誤
解
を
起
さ
せ
な
い
よ
う
に
次
の
よ
う
な

内
容
の
訓
電
を
清
国
各
地
の
出
先
機
関
に
送
っ
た
。

　
　
「
本
団
ハ
i
中
略
－
南
京
博
覧
会
ヲ
機
ト
シ
清
国
観
光
ノ
目
的
ヲ
以
テ
有
志
相
謀
リ
組
織
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
政
府
ノ
勧
奨
二
出
デ
ズ
表
面
上
日
本
官
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（
2
0
）

　
邊
ト
何
等
ノ
関
係
無
之
事
二
取
極
置
候
二
付
貴
官
ハ
外
問
二
対
シ
発
展
ノ
際
二
其
含
ヲ
以
テ
御
措
置
可
相
成
義
二
候
へ
。
」

と
注
意
を
喚
起
し
、
そ
の
上
で
、

　
　
二
面
目
清
実
業
家
ヲ
一
層
接
近
セ
シ
メ
其
交
情
ヲ
融
和
ス
ル
ニ
ア
ル
ト
共
二
他
面
此
ニ
ョ
リ
テ
今
秋
又
ハ
来
春
ヲ
期
シ
清
国
有
力
実
業
家
ノ
来
朝
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
促
ス
ノ
素
地
ヲ
作
リ
惹
テ
ハ
目
清
人
共
同
事
業
興
起
ノ
誘
因
タ
ラ
シ
ム
ル
ニ
存
ス
ル
。
」

　
と
真
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
方
渡
清
実
業
団
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
を
意
識
し
た
も
の
と
さ
れ
て
も
好
ま
し
く
な
か
っ
た
。

上
海
の
有
吉
総
領
事
は
そ
の
点
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
米
国
側
ノ
渡
清
ヲ
目
掛
ケ
テ
突
然
ノ
来
遊
ハ
却
テ
異
様
ノ
感
ヲ
起
サ
シ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

其
結
果
面
白
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
虞
ア
リ
」
と
語
り
、
上
海
商
務
総
会
へ
内
々
に
打
診
し
清
国
実
業
界
が
日
本
へ
招
待
状
を
出
す
よ
う
に
依
頼

し
賛
同
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
表
面
上
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い
た
が
、
清
国
内
の
訪
問
都
市
や
接
待
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
決

定
に
あ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
実
業
団
へ
の
対
抗
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
。
ま
ず
訪
問
都
市
に
つ
い
て
は
、
厘
門
、
広
東
、
香
港
な
ど
南
清

各
地
の
領
事
か
ら
ア
メ
リ
カ
実
業
団
と
の
対
抗
上
日
本
実
業
団
に
も
同
地
を
来
訪
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
実
業
団
の
訪
問
予
定

で
は
、
最
後
に
南
京
↓
蘇
州
↓
上
海
で
解
散
し
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
が
訪
問
日
数
の
多
く
を
あ
て
て
い
る
南
清
各
都
市
が
抜
け
落
ち
て
い

た
．
南
清
各
地
の
領
事
と
し
て
は
，
上
海
、
漢
口
と
並
ん
で
清
国
貿
易
の
中
心
地
で
あ
る
広
東
、
さ
ら
に
清
国
へ
の
入
口
で
あ
る
香
港
を

訪
問
地
か
ら
除
く
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
香
港
の
船
津
総
領
事
代
理
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
小
村
外
相
宛
に

打
電
し
て
い
る
。

　
　
「
当
地
ハ
清
国
貿
易
ノ
大
部
分
ヲ
呑
吐
ス
ル
一
大
通
商
港
ニ
シ
テ
其
対
岸
広
東
亦
上
海
漢
ロ
ニ
亜
グ
大
市
場
ニ
テ
将
来
尋
漢
鉄
道
完
成
ノ
暁
ニ
ハ
益
発

　
展
ノ
望
有
之
何
レ
モ
南
清
二
於
ケ
ル
我
国
好
箇
ノ
市
場
二
有
之
仮
令
日
清
貿
易
家
ノ
交
歓
等
何
等
政
略
的
意
味
ヲ
除
却
ス
ル
モ
尚
我
実
業
家
ノ
観
光
二

　
値
ス
ル
ハ
勿
論
ノ
義
二
有
之
殊
二
近
来
我
邦
官
民
ノ
努
力
ニ
ヨ
リ
当
地
方
二
於
ケ
ル
対
日
感
情
モ
漸
ク
一
変
セ
ソ
ト
ス
ル
ノ
気
運
二
向
ヒ
居
候
際
我
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
業
団
ノ
特
二
当
地
方
ヲ
其
訪
問
区
域
外
二
逸
ス
ル
ハ
甚
ダ
遺
憾
ノ
至
リ
ニ
存
候
」
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こ
う
し
た
強
い
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
業
団
は
日
程
を
延
長
し
公
式
訪
問
す
る
こ
と
は
無
く
、
一
部
の
団
員
が
香
港
な
ど
を
非
公
式

に
訪
間
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
は
南
清
地
方
で
の
日
貨
排
斥
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
っ
た
の
に
、
大
げ
さ
な
実
業
団
が
訪
間
す
る
こ
と

に
よ
り
一
般
民
衆
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
考
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
南
清
諸
都
市
へ
の
航
路
拡
張
を
計
画
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

日
本
郵
船
の
近
藤
廉
平
は
機
を
逃
さ
ず
広
東
、
厘
門
を
訪
間
し
．
地
元
実
業
家
と
接
触
し
て
い
る
。

　
次
に
接
待
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
領
事
報
告
を
読
む
限
り
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
訪
清
を
最
も
強
く
意
識
し
た
の
は
上
海
の
有
吉
総
領
事

で
あ
っ
た
。
R
・
ダ
ラ
ー
が
最
も
活
躍
し
て
い
る
の
が
上
海
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。
有
吉
総
領
事
か
ら
は
、

　
　
「
米
国
実
業
団
ノ
渡
清
ヲ
モ
目
前
二
相
控
へ
居
殊
二
同
国
ハ
当
港
ヲ
発
端
ト
致
候
事
ト
テ
之
等
二
対
ス
ル
振
合
上
二
於
テ
モ
相
当
ノ
接
待
ヲ
致
置
候
必

　
要
ヲ
認
メ
従
テ
来
ル
十
七
目
本
官
主
催
二
係
ル
晩
餐
会
ニ
ハ
清
国
官
憲
商
務
総
会
員
其
他
有
力
ナ
ル
紳
商
及
漢
字
新
聞
記
者
等
百
余
名
ヲ
招
待
シ
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
人
来
賓
共
併
セ
テ
百
五
十
名
ヲ
一
堂
二
集
メ
盛
大
ナ
ル
宴
会
相
催
シ
度
」

の
よ
う
な
要
望
が
出
さ
れ
、
宴
会
費
と
し
て
本
省
か
ら
千
五
百
円
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
外
務
省
の
配
慮
の
上
に
朝
鮮
、
満
州
、
清
国
本
土
の
各
都
市
を
訪
間
し
た
日
本
実
業
団
は
清
国
の
政
官
界
、
実
業
界
か
ら

歓
迎
さ
れ
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
日
清
交
流
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
み
で
な
く
、
清
国
実
業
家
の
訪
日
に
つ
い
て
も
清
国
側
の
承

諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
が
渡
清
す
る
前
に
、
清
国
実
業
界
に
日
本
の
影
響
力
を
及
ぼ
す

こ
と
が
で
き
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
し
か
し
清
国
内
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
一
般
市
民
の
反
応
は
き
わ
め
て
複
雑
か
つ
冷
静
で
あ
っ
た
。
渡
清
団
派
遣
発
表
の
際
、
「
怪
物

渡
清
団
来
る
」
な
ど
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出
し
を
掲
載
し
警
戒
の
目
で
と
ら
え
て
い
た
各
新
聞
は
、
清
国
内
で
の
実
業
団
の
歓
迎

ぶ
り
に
姿
勢
を
変
え
、
「
日
清
友
好
親
善
」
に
貢
献
す
る
も
の
と
評
価
し
始
め
、
各
地
の
歓
迎
の
様
子
を
伝
え
た
。
領
事
報
告
に
は
清
国

各
都
市
で
の
歓
迎
振
り
を
詳
細
に
報
告
す
る
た
め
に
、
も
っ
ば
ら
新
聞
の
切
り
抜
き
に
基
づ
き
分
析
を
加
え
て
い
る
が
そ
れ
を
見
る
と
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
意
見
が
実
業
団
の
訪
問
に
つ
れ
て
好
意
的
に
な
っ
て
い
く
の
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
日
本
側
の
出
先
機
関
が
清
国
側
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へ
大
々
的
に
宣
伝
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
歓
迎
行
事
が
派
手
で
大
規
模
な
の
に
比
べ
れ
ば
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
と
り
あ
げ
方
は

決
し
て
大
き
く
な
く
、
公
式
行
事
を
伝
え
る
だ
け
の
記
事
が
多
く
．
清
国
の
一
般
市
民
と
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
記
事
は
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た
く
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
日
本
の
実
業
界
の
ア
メ
リ
カ
実
業
団
渡
清
へ
の
対
応
の
第
二
は
．
徹
底
し
た
情
報
収
集
で
あ
っ
た
。
日
本
実
業
団
渡
清
が
日
清
関
係
改

善
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
と
評
価
す
る
実
業
界
は
、
次
に
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
に
関
す
る
情
報
収
集
に
奔
走
し
た
．

先
に
述
べ
た
よ
う
に
実
業
界
は
、
日
米
清
三
国
の
経
済
提
携
を
強
く
唱
え
て
、
日
米
、
日
清
間
の
交
流
を
促
進
し
た
わ
け
で
、
そ
の
意
味

か
ら
は
米
清
交
流
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
実
業
界
の
動
き
が
、
日
清
経
済
関
係
進
展
に
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
ど

ち
ら
に
作
用
す
る
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
実
業
界
に
は
清
国
内
の
動
き
を
知
る
体
系
的
な
情
報
網
は
で
き
て
い
な
か

っ
た
．
三
井
物
産
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
な
ど
は
独
自
の
情
報
網
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
実
業

団
と
清
国
側
の
会
談
内
容
ま
で
聴
取
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
在
清
日
本
人
商
業
会
議
所
も
天
津
、
奉
天
な
ど
に
は
設
立

さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
清
国
内
の
情
報
収
集
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
動
き
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
領
事
で
あ
っ
た
。
清
国
内
で
の
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

力
実
業
団
の
動
き
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が
領
事
か
ら
外
務
省
本
省
宛
送
ら
れ
た
。
以
下
領
事
報
告
を
中
心
に
、
e
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の

意
図
、
⇔
清
国
の
反
応
、
㊧
米
清
同
盟
の
可
能
性
、
㊨
列
国
の
対
応
に
つ
い
て
日
本
側
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
か
を
探
っ
て
み
た

い
。　

第
一
に
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
目
的
は
、
e
米
清
関
係
の
友
好
親
善
、
⇔
米
清
通
商
関
係
の
増
大
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
上
海

で
渡
清
最
後
の
段
階
で
R
・
ダ
ラ
ー
が
清
国
実
業
界
に
対
し
、
か
な
り
具
体
的
な
提
案
を
行
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
二
、
米
清
投
資
銀
行
半
額
宛
ノ
銀
行
設
立
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二
、
米
清
双
互
商
品
陳
列

　
　
三
、
清
国
政
府
二
千
九
百
十
五
年
巴
奈
馬
博
覧
会
ヲ
桑
港
二
開
カ
ソ
コ
ト
ヲ
米
政
府
二
勧
メ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
四
、
通
商
ノ
互
恵

　
　
五
、
商
売
双
互
往
来

　
　
六
、
米
清
半
額
宛
投
資
シ
テ
一
汽
船
ヲ
造
リ
清
国
国
旗
ノ
下
二
置
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
七
、
清
国
商
務
総
会
」

　
ア
メ
リ
カ
実
業
団
が
こ
う
し
た
政
治
的
意
味
合
い
を
含
ん
だ
提
案
を
清
国
訪
問
の
最
終
段
階
で
提
示
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
ア
メ
リ

カ
側
と
し
て
は
今
回
の
実
業
団
訪
清
の
具
体
的
成
果
を
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
側
は
、
こ
れ
ら
の
提
案
を
ア
メ
リ
カ
実
業

団
の
真
の
目
的
と
し
て
重
要
視
し
た
。
七
提
案
の
う
ち
特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
米
清
銀
行
並
び
に
米
清
汽
船
設
立
計
画
で
あ
る
。
日

本
で
は
従
来
よ
り
渋
沢
栄
一
ら
が
中
心
と
な
り
日
清
銀
行
設
立
案
を
作
成
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
日
清
汽
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

は
一
九
〇
七
年
に
日
本
郵
船
、
湖
南
汽
船
、
大
阪
商
船
の
三
社
が
合
計
八
一
〇
万
円
を
出
資
し
設
立
さ
れ
て
い
た
。
清
国
内
航
路
は
も
と

も
と
イ
ギ
リ
ス
海
運
の
独
占
状
態
に
あ
っ
た
が
、
日
本
郵
船
が
P
＆
O
汽
船
と
熾
烈
な
競
争
の
末
、
主
導
権
を
握
っ
た
。
ま
た
大
阪
商
船

も
日
本
郵
船
と
競
争
し
な
が
ら
日
清
航
路
を
開
拓
し
て
い
た
。
両
社
は
日
清
経
済
関
係
の
緊
密
化
を
は
か
る
た
め
湖
南
汽
船
を
引
き
入
れ

日
清
汽
船
を
設
立
し
日
清
間
の
海
運
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
清
国
航
路
で
主
導
権
を
日
本
が
握
る
よ
う
に
画
策
し
た
。
そ
の
結
果
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

九
一
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
完
全
に
追
い
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米
清
銀
行
や
米
清
汽
船
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
本

の
清
国
に
お
け
る
経
済
的
基
盤
を
脅
か
す
も
の
と
日
本
側
は
危
惧
の
念
を
抱
い
た
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
帰
国
後
も
、
領
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

依
頼
し
て
新
会
社
が
現
実
に
設
立
さ
れ
る
か
否
か
情
報
収
集
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
渡
清
並
び
に
ア
メ
リ
カ
側
の
提
案
に
対
す
る
清
国
の
反
応
を
日
本
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
清
国
の
政
官
界
、
実
業
界
は
好
意
的
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
の
清
国
人
移
民
排
斥
に
対
す
る
し
こ
り
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や
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
な
ど
の
諸
列
強
の
目
を
意
識
し
、
清
国
政
府
は
表
面
的
に
は
ほ
と
ん
ど
政
治
的
な
動
き
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
注

目
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
対
米
感
情
が
悪
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
広
東
で
は
、
官
憲
が
多
数
警
固
に
当
っ
た
た
め
予
想
外
に
歓
迎
行
事
は

ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
れ
た
が
、
歓
迎
会
席
上
で
は
、
地
元
実
業
家
か
ら
清
国
人
移
民
排
斥
に
対
す
る
強
い
抗
議
が
な
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
実
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

家
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
清
国
政
府
も
諸
外
国
の
目
を
強
く
意
識
し
、
北
京
以
外
の
各
都
市
で
は
米
清
両
国
の
国
旗
が
振
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

歓
迎
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
っ
て
い
た
が
、
北
京
で
は
ア
メ
リ
カ
国
旗
は
掲
げ
ら
れ
ず
、
努
め
て
平
静
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
注
視
し
た
．

　
一
方
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
一
般
市
民
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ど
の
新
聞
も
歓
迎
行
事
を
伝
え
る
の
み
で
、
日
本
実
業
団
の
渡
清
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

際
の
報
道
と
比
べ
て
特
に
注
目
す
べ
ぎ
点
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
清
国
側
の
反
応
を
見
た
実
業
界
は
、
0
南
清
地
方
に
は
依
然
と
し
て
根
強
い
対
米
不
信
感
が
残
っ
て
い
る
。
⇔
清
国
政
府
は

各
国
と
の
関
係
上
ア
メ
リ
カ
だ
け
を
特
別
視
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
米
清
同
盟
」
に
対
す
る

懸
念
は
薄
ら
い
だ
。

　
最
後
に
、
日
本
の
実
業
界
に
と
っ
て
関
心
の
強
い
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
冒
ッ
パ
列
国
の
反
応
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

情
報
が
少
な
く
判
断
材
料
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
ダ
ラ
ー
の
日
記
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
が
大
挙
し
て
清
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

を
訪
間
し
た
こ
と
に
対
し
、
冷
た
い
目
で
見
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
領
事
報
告
を
中
心
に
情
報
を
収
集
し
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
渡
清
の
影
響
を
一
応
把
握
し
た
日
本
の
実
業
界
は
、
渡
清
途
上
に
あ
る
ア
メ

リ
カ
実
業
団
を
日
本
に
寄
港
さ
せ
歓
迎
会
を
催
す
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
太
平
洋
航
路
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
直
接
清
国
へ
向
う
直
航
便
は

無
く
、
必
ら
ず
日
本
の
横
浜
な
い
し
神
戸
に
回
航
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
こ
の
機
会
を
積
極
的
に
利
用
し
、
日
米
実
業
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

交
流
を
は
か
る
と
と
も
に
情
報
収
集
に
努
め
た
．
例
え
ば
東
京
商
業
会
議
所
は
華
族
会
館
に
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
う
ち
約
二
〇
名
を
招
待

し
歓
迎
会
を
催
し
た
。
こ
の
席
に
は
渋
沢
栄
一
、
中
野
武
営
ら
商
業
会
議
所
首
脳
の
他
に
大
浦
農
商
務
大
臣
や
尾
崎
東
京
市
長
ら
も
出
席

し
た
。
ま
た
大
阪
で
も
土
居
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
や
松
方
神
戸
商
業
会
議
所
会
頭
ら
関
西
の
実
業
家
数
名
が
非
公
式
で
は
あ
る
が
歓
迎
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会
を
催
し
た
。
実
業
界
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
渡
清
を
米
清
二
国
間
の
み
の
交
流
と
せ
ず
、
日
本
も
含
ん
だ
三
国
間
の
実
業
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

交
流
と
し
て
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
渡
清
へ
の
対
応
を
終
え
た
実
業
界
は
、
今
後
の
日
米
清
三
国
の
経
済
関
係
発
展
の
た
め
に
、
清

国
実
業
界
と
の
交
流
を
一
層
進
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
外
務
省
、
農
商
務
省
と
一
体
と
な
り
．
清
国
実
業
団
の
訪
米
以
前
に
訪
日
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

現
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
清
間
の
貿
易
拡
大
の
た
め
、
日
清
両
国
内
に
商
品
陳
列
所
を
設
立
し
、
商
工
業
者
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

一
般
市
民
に
両
国
商
品
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
実
業
界
は
対
清
貿
易
に
組
織
的
に
と
り
ぐ
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
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五
　
む
す
び

　
本
稿
の
目
的
は
、
一
九
一
〇
年
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
に
日
本
の
実
業
界
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を

明
ら
か
に
し
、
日
本
の
対
清
経
済
進
出
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
試
み
か
ら
何
が
い
え
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
、
日
本
側
の
ア
メ
リ
カ
実
業
団
に
対
す
る
過
剰
な
反
応
で
あ
る
。
日
本
の
渡
清
実
業
団
派
遣
の
経
緯
は
そ
れ
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
対
応
は
、
ド
ル
外
交
の
名
の
下
急
激
な
ア
メ
リ
カ
の
対
清
経
済
進
出
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
業
界
に

と
っ
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
政
府
レ
ベ
ル
の
行
動
で
は
な
く
、
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
実
業
家
の
揚
子

江
流
域
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
。
清
国
市
場
の
中
で
も
最
も
将
来
性
の
あ
る
こ
の
地
域
で
よ
う
や
く
経
済
的
基
盤
を
作
り
始
め
た
日
本
に
と

っ
て
、
正
面
切
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
は
そ
の
成
果
以
上
に
大
き
く
映
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の

成
果
が
そ
れ
ほ
ど
実
態
を
と
も
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
判
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
実
業
界
は
米
清
実
業
界
交
流
に
一
喜
一
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憂
を
く
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
米
清
関
係
へ
の
認
識
は
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
界
に
対
す
る
情
報
不
足
、
認
識
不
足
か
ら
生

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
実
業
界
と
い
っ
て
も
東
部
と
西
部
で
は
規
模
が
ま
る
で
異
な
り
、
今
回
と
り
あ
げ
た
太
平
洋
沿
岸
の

実
業
家
の
多
く
は
日
本
の
大
企
業
よ
り
も
規
模
は
小
さ
く
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
日
本
企
業
の
力
こ
そ
脅
威
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
海
運
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

で
は
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
東
洋
汽
船
、
日
清
汽
船
な
ど
の
船
会
社
が
ア
メ
リ
カ
実
業
家
に
対
し
恐
怖
感
す
ら
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
の
実
業
界
は
ア
メ
リ
カ
実
業
団
の
背
後
に
巨
大
な
ア
メ
リ
カ
資
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
日
米

実
業
家
の
相
互
認
識
の
く
い
違
い
が
日
本
の
実
業
界
の
対
応
に
反
映
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
広
東
を
中
心
と
す
る
南
清
地
方
の
外
貨
排
斥
に
対
す
る
日
米
実
業
界
の
認
識
の
違
い
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
米
貨
排
斥
を
重
要
視
し
て
い
る
。
日
本
実
業
団
が
現
地
領
事
の
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
東
、
厘
門
な
ど
の

公
式
訪
問
を
延
期
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
．
ア
メ
リ
カ
側
は
上
海
と
と
も
に
米
貨
排
斥
の
中
心
地
に
訪
間
日
数
の
多
く
を
割
当
て
て
い

る
。
こ
う
し
た
日
米
実
業
界
の
対
応
の
違
い
は
、
両
国
の
清
国
経
済
進
出
の
戦
略
上
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
ー
香
港
ル
ー
ト
で
中
国
大
陸
へ
進
出
す
る
場
合
、
南
清
の
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
上
の
価
値
は
日
本
に
と
っ
て
の
価
値
よ
り
は
る
か

に
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
こ
の
時
期
の
日
本
の
場
合
、
中
国
大
陸
へ
の
経
済
進
出
ル
ー
ト
は
、
満
州
経
由
の

北
か
ら
の
ル
ー
ト
と
上
海
か
ら
揚
子
江
流
域
へ
の
ル
ー
ト
が
主
流
で
、
南
清
地
方
は
あ
く
ま
で
も
傍
流
で
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

ま
た
第
二
辰
丸
事
件
に
端
を
発
す
る
日
貨
排
斥
に
し
て
も
、
南
清
と
の
貿
易
額
が
対
清
貿
易
全
体
の
三
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
一
部
業
界
を
除
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
心
配
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
に
日
米
両
国
実
業
界
と
も
に
清
国
国
内
情
勢
に
対
し
て
認
識
が
甘
い
点
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
直
前
の
清
国
情
勢
を
分
析
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
革
命
の
兆
候
を
つ
か
ん
だ
形
跡
は
見
当
ら
な
い
。
清
国
官
憲
の
各
地
で
大
規
模
な
歓
迎
会
や
警
備

に
よ
り
自
由
行
動
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
両
国
実
業
家
と
も
清
国
内
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
情
報
を
収
集
せ
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
認
識
の
甘
さ
は
、
辛
亥
革
命
の
際
の
日
米
両
国
の
対
応
の
遅
さ
の
遠
因
に
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（
4
2
）

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
従
来
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
に
対
す
る
日
本
の
実
業
界
の
対

応
を
、
日
米
両
国
商
業
会
議
所
資
料
、
外
務
省
領
事
報
告
に
基
づ
き
分
析
し
て
き
た
が
、
今
後
の
研
究
課
題
を
述
べ
、
む
す
び
と
し
た
い
。

　
第
一
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
、
国
務
省
ま
た
は
東
部
実
業
界
が
こ
の
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
調
べ
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
経
済
進
出
の
先
兵
と
し
て
の
太
平
洋
沿
岸
実
業
界
の
行
動
と
ア
メ
リ
カ
東
部
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
国
務
省
資
料
や
東
部
諸
都
市
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ボ
ス
ト
ソ
）
の
商
業
会
議
所
資
料
に
あ
た
る
必
要
が
あ
ろ

う
。　

第
二
に
、
揚
子
江
流
域
以
南
で
の
日
米
両
国
実
業
界
の
動
き
に
関
心
を
示
し
て
い
た
ヨ
ー
・
ッ
パ
列
強
の
資
料
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
清
国
内
に
最
も
大
き
な
権
益
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
の
対
応
は
見
逃
せ
な
い
。
在
清
領
事
報
告
や
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
記
録
の
発

掘
が
是
非
必
要
と
な
る
．
ま
た
、
こ
の
時
期
イ
ギ
リ
ス
と
激
し
い
競
争
を
展
開
し
「
独
・
米
・
清
三
国
同
盟
」
を
企
ん
で
い
た
ド
イ
ッ
の

動
き
も
興
味
深
い
。
一
九
一
〇
年
に
は
ド
イ
ッ
実
業
団
も
渡
清
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
実
業
団
と
の
関
係
や
こ
う
し
た
各
国
の
動
ぎ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

す
る
日
本
実
業
界
の
対
応
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
i
・
ッ
パ
列
強
の
動
き
も
重
ね
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
実
業
界
の
対
応
を
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
－
）
　
日
露
戦
争
後
の
清
国
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
》
ざ
蚕
即
ぐ
9
㌧
§
蕊
。
騨
讐
§
遷
き
蕊
％
』
§
§
§
§
＆
＞
§
ミ
魯
§
廟
§
§
。
。
ご
蔚

　
N
。
。
ミ
ー
這
に
（
9
舅
ぼ
箆
鵯
一
お
認
）
｝
O
富
二
畠
＜
Φ
ム
g
↓
ぎ
掌
一
画
“
＆
勲
9
3
睾
包
q
ミ
蓉
一
這
8
1
這
嵩
（
Z
o
名
ω
箋
塗
且
。
F
お
誤
）
｝
入
江

昭
『
米
中
関
係
史
』
（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
．
ま
た
清
国
市
場
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
進
出
に
つ
い
て
は
、

佐
原
研
究
室
編
『
支
那
と
米
国
と
の
関
係
』
（
東
方
時
論
社
、
一
九
一
八
年
）
、
竃
一
昌
器
一
円
＝
§
“
．
、
＞
ヨ
＆
8
房
ぎ
爵
。
O
匡
壼
竃
”
詩
魯

国
8
ぎ
巨
。
○
箸
。
旨
§
三
。
¢
導
α
国
8
ぎ
邑
。
乞
暮
ざ
鍔
＝
ω
β
一
〇
。
8
ψ
1
這
ω
ご
．
．
山
霧
帖
ミ
。
恥
頃
婁
。
ミ
鴇
ミ
萄
§
＜
鼻
竃
り
づ
9
ω
｝
這
唱
な
ど
が

参
考
に
な
る
．

（
2
）
　
波
多
野
善
大
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
国
際
関
係
の
動
因
」
（
『
国
際
政
治
』
第
三
号
、
一
九
五
七
年
）
が
参
考
に
な
る
。
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（
3
）
　
拙
稿
「
日
露
戦
争
後
の
日
米
経
済
関
係
－
日
米
実
業
団
相
互
訪
問
を
中
心
と
し
て
i
」
（
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
六

十
巻
第
三
号
、
一
九
八
七
年
三
月
）
で
実
業
界
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
商
業
会
議
所
の
対
外
活
動
に
つ
い
て

　
は
、
依
田
信
太
郎
編
『
東
京
商
工
会
議
所
八
十
五
年
史
』
（
上
巻
、
一
九
六
六
年
）
、
堀
越
禎
三
編
『
経
済
団
休
連
合
会
前
史
』
（
経
済
団
体
連
合
会
、

　
一
九
六
二
年
）
な
ど
が
詳
し
い
。

（
4
）
　
通
商
産
業
省
『
商
工
政
策
史
』
第
五
巻
（
商
工
政
策
史
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
）
、
六
九
頁
．

（
5
）
　
商
業
会
議
所
は
農
商
務
省
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
の
農
商
務
省
自
体
が
国
内
経
済
活
動
中
心
に
作
ら
れ
て
い
て
、
海
外
に
お
け
る
日
本
人

　
の
商
工
業
活
動
や
貿
易
商
社
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
よ
う
や
く
商
業
会
議
所
を
中

心
と
す
る
実
業
界
の
組
織
を
利
用
し
て
海
外
市
場
の
開
拓
と
同
時
に
実
態
調
査
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
当
時
の
農
商
務
省
関
係
資
料
は
数
少
な

　
い
上
、
対
外
政
策
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
6
）
　
天
津
日
本
人
商
業
会
議
所
は
一
九
〇
八
年
、
上
海
日
本
人
実
業
協
会
は
一
九
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
。
（
上
海
日
本
人
商
業
会
議
所
に
改

名
さ
れ
る
の
は
一
九
一
九
年
で
あ
る
。
）

（
7
）
　
以
下
の
統
計
数
字
は
、
q
あ
ら
8
舘
ぎ
Φ
暮
9
Q
。
ヨ
ヨ
Φ
哩
8
｝
霜
蓉
。
＆
鼠
じ
Q
肺
§
蓉
駐
亀
導
。
q
蓑
飾
＆
曽
＆
錺
》
。
§
9
ご
蔑
巳
§
§
。
。
ε

』
ミ
も
（
≦
器
霞
認
8
9
搭
謡
〉
と
醤
Φ
O
富
舅
び
霞
9
9
臼
目
霞
8
亀
G
Q
き
宰
”
5
塁
β
』
§
§
馬
物
§
ミ
聾
」
響
P
這
F
よ
り
引
用
し
て
い
る
。

（
8
）
　
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
（
O
。
ヨ
ヨ
零
。
巨
Q
。
舅
巨
裟
8
①
議
9
些
Φ
卜
ω
の
。
9
暮
a
O
訂
目
げ
霞
9
Q
。
冒
目
①
冨
Φ
亀
爵
Φ

霊
9
曽
0
8
8
　
に
つ
い
て
は
、
「
米
国
実
業
団
南
清
各
地
巡
歴
一
件
」
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）
（
以
下
特
に
断
ら
な
い
場
合
は
同
史
料
で
あ

　
る
）
。
日
冨
O
富
目
げ
零
亀
O
O
冨
ヨ
霞
8
9
の
導
閃
揖
β
9
器
P
卜
§
S
§
胸
肉
§
。
き
一
2
ど
国
O
冨
旨
U
O
一
蜀
胃
一
、
＆
ぎ
9
b
帖
ミ
健
。
、
鵠
＆
ミ
肺
b
ミ
ミ

§
ミ
。
。
寒
8
§
≦
。
。
割
き
q
ミ
蓉
（
ω
導
写
導
岳
β
這
8
）
な
ど
が
詳
し
い
．
こ
の
実
業
団
渡
清
に
つ
い
て
は
野
沢
豊
「
辛
亥
革
命
と
産
業
間

題
i
一
九
一
〇
年
の
南
洋
勧
業
会
と
日
・
米
両
実
業
団
の
中
国
訪
問
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
『
人
文
学
報
』
第
一
五
四
号
、
一
九
八
二
年

　
三
月
）
が
先
駆
的
業
績
で
、
辛
亥
革
命
直
前
の
清
国
実
業
界
の
動
き
を
中
心
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
、
特
に
サ
ン
フ

　
ラ
ソ
シ
ス
コ
商
業
会
議
所
や
R
・
ダ
ラ
ー
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
の
資
料
に
基
づ
き
、
こ
の
実
業
団
渡
清
を
分
析
し
た
も
の
に
、
拙

稿
「
ア
メ
リ
ヵ
太
平
洋
沿
岸
実
業
団
の
渡
清
（
一
九
一
〇
年
）
1
地
方
実
業
界
と
国
際
関
係
1
」
（
『
津
田
ス
ク
ー
ル
オ
ヴ
ビ
ズ
ネ
ス
紀
要
』
第
四
号
、

　
一
九
八
七
年
三
月
）
が
あ
る
。
本
稿
は
以
上
二
つ
の
研
究
で
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
日
本
実
業
界
の
動
き
を
分
析
す
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味

　
で
は
補
完
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
R
・
ダ
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
目
冨
U
。
一
一
導
O
。
一
一
①
＆
。
P
切
導
。
8
騨
営
ぼ
醇
ざ
q
三
ぎ
邑
蔓
亀
9
＝
塙
。
彗
5
浮
碁
。
一
①
ざ
9
ま
。
暮
寅
に
七

　
八
カ
ー
ト
ソ
に
上
る
膨
大
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。
海
運
業
者
ダ
ラ
ー
の
対
日
観
、
対
清
観
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
細
に
議
論
す
る

69



法学研究61巻9号（’88：9）

予
定
で
あ
る
．

（
10
）
　
表
向
き
は
清
国
各
地
観
光
と
し
て
い
る
．
そ
し
て
前
述
の
ダ
ラ
ー
の
日
記
や
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
商
業
会
議
所
年
報
で
も
．
真
の
目
的
を
述
べ

た
後
に
政
治
的
意
図
は
無
い
と
明
記
し
て
い
る
点
が
興
昧
深
い
。

（
1
1
）
　
「
清
国
の
貿
易
及
我
国
の
位
地
」
（
『
横
浜
商
業
会
議
所
月
報
』
（
以
下
『
横
商
月
報
』
と
略
す
）
第
百
五
十
八
号
．
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
八
～

　
一
三
頁
．

（
12
）
木
材
貿
易
に
つ
い
て
は
、
小
原
敬
士
編
『
日
米
文
化
交
渉
史
ー
通
商
産
業
編
』
（
洋
々
社
、
一
九
五
四
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
13
）
　
こ
の
件
を
め
ぐ
る
日
本
側
の
対
応
は
、
「
漢
冶
洋
・
公
司
借
款
関
係
雑
件
」
（
『
日
本
外
交
文
書
』
《
以
下
『
外
交
文
書
』
と
略
す
）
第
四
十
三
巻

第
二
冊
、
一
九
一
〇
年
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

（
14
）
　
清
国
に
お
け
る
米
貨
、
日
貨
排
斥
に
つ
い
て
は
、
菊
地
貴
晴
『
中
国
民
族
運
動
の
基
本
構
造
』
（
大
安
、
一
九
六
六
年
）
が
詳
し
い
。

（
1
5
）
　
「
対
清
貿
易
と
日
貨
排
斥
間
題
」
（
『
横
商
月
報
』
第
百
三
十
八
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
）
、
一
二
～
一
五
頁
。
こ
の
他
に
東
京
、
大
阪
、
神
戸
な

ど
の
商
業
会
議
所
月
報
に
も
目
貨
排
斥
を
懸
念
す
る
意
見
が
載
っ
て
い
る
。

パ　　パ　　パ　　パ　　パ
20　19　18　17　16
）　　）　　）　　）　　）

　
ル
件

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

　
は
ほ
と
ん
ど
残
存
せ
ず
、

（
2
5
）

（
2
6
）

　
る
。

東
京
、
大
阪
、
横
浜
の
商
業
会
議
所
月
報
に
、
ド
イ
ッ
を
含
む
米
・
独
・
清
同
盟
論
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
し
た
記
事
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

中
野
武
営
「
対
米
及
対
清
所
感
」
（
『
東
京
商
業
会
議
所
月
報
』
（
以
下
『
東
商
月
報
』
と
略
す
》
第
一
巻
第
六
号
．
一
九
〇
八
年
一
二
月
）
一
頁
。

日
本
実
業
団
の
渡
清
に
つ
い
て
は
、
「
日
清
両
国
実
業
家
交
換
一
件
」
が
詳
し
い
。

大
阪
商
業
会
議
所
『
貿
易
通
報
』
第
三
十
九
号
、
一
九
一
〇
年
八
月
、
三
一
頁
。

一
九
一
〇
年
一
月
二
八
目
附
小
村
外
務
大
臣
ヨ
リ
在
清
国
公
使
及
七
領
事
官
宛
往
信
本
邦
商
業
会
議
所
派
遣
委
員
清
国
各
地
巡
遊
計
画
二
関
ス

（
『
外
交
文
書
』
第
四
三
巻
第
二
冊
）
。

同
右
。

一
九
一
〇
年
四
月
四
日
附
上
海
（
有
吉
総
領
事
）
発
、
小
村
外
務
大
臣
宛
電
報
第
二
五
号
（
『
外
交
文
書
』
第
四
十
三
巻
第
二
冊
）
。

一
九
一
〇
年
五
月
五
目
附
香
港
（
船
津
総
領
事
代
理
）
発
、
小
村
外
務
大
臣
宛
機
密
第
二
五
号
（
『
外
交
文
書
』
第
四
十
三
巻
第
二
冊
）
。

近
藤
廉
平
は
日
本
郵
船
社
長
と
し
て
清
国
実
業
界
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
明
治
三
十
年
以
降
の
日
記
、
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
郵
船
の
社
史
や
株
主
総
会
で
の
発
言
な
ど
社
内
資
料
で
し
か
彼
の
行
動
を
調
べ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
六
月
一
一
日
附
上
海
（
有
吉
総
領
事
）
発
、
小
村
外
務
大
臣
宛
機
密
第
三
九
号
（
『
外
交
文
書
』
第
四
十
三
巻
第
二
冊
）
。

領
事
報
告
の
中
に
あ
る
新
聞
記
事
は
、
「
上
海
神
州
日
報
」
「
北
京
目
報
」
、
曽
ミ
勘
q
ミ
§
ミ
。
§
ぎ
Q
ま
墨
摯
§
Q
ぎ
軋
§
§
。
。
な
ど
で
あ
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（
2
7
）
　
領
事
報
告
の
役
割
に
つ
い
て
は
最
近
経
済
史
の
分
野
で
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
日
清
、
日
米
関
係
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
は
ま
だ
試
み
ら
れ
て

　
い
な
い
．
（
角
山
栄
、
前
掲
書
参
照
．
）

（
28
）
　
「
米
国
実
業
家
南
清
巡
歴
一
件
」
。

（
2
9
）
　
『
日
清
汽
船
株
式
会
社
三
十
年
史
』
一
九
三
四
年
、
一
五
頁
。

（
30
）
　
明
治
期
の
清
国
を
め
ぐ
る
日
本
海
運
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（
一
九
二
二
年
）
、
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十

年
史
』
（
一
九
三
一
年
）
、
小
風
秀
雄
「
帝
国
主
義
形
成
期
に
お
け
る
日
本
海
運
業
i
日
露
戦
後
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
交
通
網
の
成
立
」
（
『
史
学
雑
誌
』

第
九
二
編
第
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
〉
、
客
≦
鍔
ざ
ミ
諄
§
♂
ミ
§
亀
き
憎
魯
（
蜜
≦
属
。
芽
し
。
o。
“
）
が
詳
し
い
。

（
3
1
）
　
「
米
清
商
業
連
合
一
件
」
に
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
辛
亥
革
命
や
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
り
計
画
は
同
記
録
に
よ
る
限
り
実
現

　
し
て
い
な
い
。

36　35　34　33　32
）　　）　　）　　）　　）『

神
戸
新
聞
』

（
3
7
）

（
3
8
）

（
39
）

（
4
0
）

　
れ
る
。

（
4
1
）
　
「
対
清
貿
島
と
目
貨
排
斥
問
題
」
（
『
横
商
月
報
』
第
百
三
十
八
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
）
一
二
頁
．

（
4
2
）
辛
亥
革
命
と
目
本
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
池
井
優
「
日
本
の
対
衰
外
交
（
辛
亥
革
命
期
）
」
丁
二
（
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学

研
究
』
第
三
五
巻
第
四
、
五
号
．
一
九
六
二
年
）
、
入
江
啓
四
郎
「
辛
亥
革
命
と
新
政
府
の
承
認
」
（
植
田
捷
雄
編
『
神
川
先
生
還
暦
記
念
、
近
代
日

本
外
交
史
の
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
）
、
臼
井
勝
美
「
目
本
と
辛
亥
革
命
ー
そ
の
一
側
面
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
二
〇
七
号
．
一
九
五
七
年
）
、

守
川
正
道
「
ア
メ
リ
カ
の
民
国
政
権
承
認
問
題
」
（
小
野
川
秀
美
、
島
田
塵
次
編
『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
）
、
波
多
野
勝
「
辛

広
東
に
お
け
る
歓
迎
会
の
様
子
は
、
寄
富
旨
U
＆
章
ま
§
。
誉
”
這
一
〇
。
が
詳
し
い
。
ダ
ラ
ー
の
答
弁
に
も
苦
心
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

北
京
と
各
都
市
と
の
歓
迎
振
り
に
き
わ
だ
っ
た
相
違
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
、
ダ
ラ
ー
と
日
本
の
領
事
は
共
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

「
米
国
実
業
団
南
清
巡
歴
一
件
」
。

閃
o
げ
o
誉
U
o
一
寅
ン
ま
。
§
。
キ
。
。
一
一
〇
一
〇
〇
り
P
O
oo。

『
東
商
月
報
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
一
〇
年
＝
月
、
二
九
～
三
〇
頁
。
土
居
や
松
方
ら
の
催
し
た
歓
迎
会
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

　
　
　
一
九
一
〇
年
九
月
八
日
、
九
目
、
一
〇
月
二
五
目
、
二
六
日
に
関
連
記
事
が
あ
る
。

『
東
商
月
報
』
第
三
巻
第
一
一
号
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
、
二
九
～
三
〇
頁
。

「
日
清
実
業
家
交
換
一
件
」
。

「
日
清
両
国
間
相
互
商
品
交
換
陳
列
一
件
」
。

日
本
の
実
業
界
に
対
す
る
こ
う
し
た
考
え
は
、
R
・
ダ
ラ
ー
に
限
ら
ず
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
商
業
会
議
所
年
報
に
も
同
様
な
意
見
が
多
く
見
ら
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亥
革
命
と
目
本
海
軍
の
対
応
」
（
『
軍
事
史
学
』
第
二
一
巻
、
第
四
、
五
号
、

（
4
3
）
　
ド
イ
ッ
実
業
団
の
渡
清
に
つ
い
て
は
，
「
独
逸
実
業
観
光
団
渡
清
一
件
」

一
九
八
六
年
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

（
一
九
一
〇
年
一
〇
～
一
一
月
）
が
参
考
に
な
る
。
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